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　〆匿1言舌」二m（2）1215（イC表）（2）1218（直〕薗）

　　　　　　　　　　　　　母校その後の一年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．信州大学繊維学部長’」、泉清明

　　　　　　　　は　　　　し　　　が　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　が農’場の一隅に建6健さ戊L，蝉：部の敏「じ『4人カミヨ倒壬のヲ1多で入口斤

　　　　　　　大学院修士課程の設置　　　　　　　来増築の予定である。

瓢『鑑塁IF1酬23校で’このつ鵬綱拙してゆきた・・念・・1蹴・

　当学部の修士課程は第1回入学者は表の如く計4人，40年　　　 建物関係度は本年10月第一次募集を行い志望者19人中10人を入学せし　　　昭和37年1月26日焼失した由緒深い旧木館429坪の復興に

めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては同窓各位から多大のご配慮にあつかったが，難行の
　最近大学の学部卒業生の実力低下が各方面で問題になって　　末ようやく実現することになった。木学部の建物面撰が大学

いる。これは現在の6334の学制が戦前の6533に比岐　　2邊準よりかなり上廻ること，信州大学に一般教育統合の計画

；元欝＝竃麟㌶》・豊袋麟霧．麟竺㌶警灘織鵜㌶
の未酬の進歩に追いついてゆけないこ賠主邸あるとい　望がか敏らオ・旧酬剛端縫醐として鉄筋3階600坪
わ堅いる・このために献学の剛｝ま5年に醒したいわ　が認可と剖去る8脳工緯3臓工の予定である．・

麟≧謙麟罐誌漠璽；鰹た罐蒜罐圭欝耀1警㌶墾‡
とで・少くも機糎を終・鵠のば物レベル嚇する・　る。

馨≧難㌶㌶麟三櫟ン蕊篇罐舞ξ瓢；蕊罐麟麟
；謬麟欝㌫㌶藷ぽξ㌦㌶鑑、瓢雛竺；慧㌶巖＝

　　　　　　　高分子工業研究所　　　．　鹸願った金額枇の方に転用させてL・ただきたいのであ

高醐究は期綱会嶋・よ。て卿7坪の酬高壷ξ麟鑑麟響鵠鷲麟㌶熈
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いのである。建設位置は正門を入って右側の官舎をとりこわ　　塑⊥壼」壁種鰹度轡随蔓i題院璽遮興煮及び込学措数．
してその跡地を予定している。

　　　　　　　改　新　期　成　同　盟　会

　事務局長母袋良平氏が健康勝れず辞職さ〕1，た後任を紡7回

卒諜生大谷隼人氏にお願いし会の運悌及び募金に懸命な活躍

をしていただいている。勢金の方はこの10月末までに8湶00

万円（内，機械類820万円）のお申し込みをうけ，入金は分

割払いで6，300万円（内，機械類670万円）に達し，これを

以て高分子研及び官舎の建築，赤外線光度計ほか各種の研究

用機械の購入が出来た。1搬金は最初の日標1億3，000万円に

はまだ5，000万円不足するが，努力して目標を達し，高分子

　　　。募　 一　　　，今、ミ　同窓各位から多大　」酉己肱．を

いただいたが今後もよろしくご協力下さ絃，ようお願いいたL、

たい。

学　都

大学院

　　　　繊　維
　　　　袈学科

志蘭‘い者　　53

入学者　　23

志願者
入学者

志願者・※

入　学
内定者・※

2

2

紡’織
工｛学科

99

41

3

1

2

’2

繊　紺
：ll池
化学科

166

40

13

7

繊維機
械苦科

222

45

3

0

繊　ホ化

イヒ　’｝舷　i汁

工’｝科．

137

39

677

188

6

4

∵一　「19「

…… P　10
研の増築，繊網刎畔及び化学の1捌研究室新築の呈‖用にあ　　　※は昭和40年｝圧第一次り楽

てたい　翻・ついてはまで　　　　のがyr　甦i已量近5玄鯉学纏規模q964・11・20）

　　　　　　　　学部規模の推移

　最後に学生の入学状況と学部の最近5ケ年間の規模の変選

を衷に示してご参考に供したい。本年は5年前の昭和35年に

くらべて学生定員は大学院の学生をも含めて2倍，敦官，事

務職員はともに1．4倍，人件殴は2倍，物件費は4．4倍，施

設費は18倍，予算全体としては3．4倍にそれぞれ増加してい
るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1964句11・20諦己）

人　　　　数
年度 k鱗糟蜘／㌘証荏費1物件帥麟費　．卜

ヤ　　　　　　　∬、

196中251一酔911・，8601⇒・0・［蹴

馴751－631gい187｛3⇒37・11，74・

三阿二「可コ年司篇7中司i瓢
196312151…79い10／1・・；0エ ﾋ川わ5，…0

本蛾朋23日の同窓会の総会で喬提演した大要である。　㎞…爾∵溺⑦人泌涙蕗頭：禰爾il蹴矧ゴ…』“』

196・1215132抽12・／3，・・81・・33・戸［1』3・，元

続である。近来の著しい科学の進展によって自然の実態が漸　　あると冨うのであった。然しこの両者がなぜ変叢ハのかは知ら

次關典解され諒数の唖鯉か『こ知牙貿姓観灘・て　ない・・のオ目異の棚が鮮的剛力・になれば，生緬献
来たが・叉らないのは四午縮」哲学的に剛した老初翫　とも繍の坐産が翻に旭ので敵いかとの・胞が鰍の
であろワ。科学がこれほど進展しても，自然界の数知れぬ妙　　　である。

は依然として実壁不可解のままである。　　　　＿　　　　　　　之れは私らだけが知らないことで巳に一笑に附せられる1】ll

，古来幾多の所謂達人は各々将来の趨勢を達見予百して世人　　題かもしれない。世態変遜の所感の一郡として披欝したもの

を覚醒させ指導したのであるが，それらの人は速くて数年或　　・である。

は数十年永くて数百年の先見でしかなく，其れによって世人

　　　　　　　　　　　　　世　　態　　変　　遷　　感　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石　　倉　　新　　十　　郎

　有為転変の世の中と言われるが，図らずも長命して80才と　　る。会風鈴木教吾ま1：（元郡是産業KK利：鎚）の語る酬こ洞じ

なった私自から過去を省ると，世熊の変遷は実に予想しなか　　ば，化学的人工繊維の発達が現在ほど｛こ巡i化したのにかかわ

ったものである・其の最たる4炊躰帝国力ζ小民主国酸っ　らず生糸のセリシンのような物質を附着しえ加・ために燃

た㌶鑑・樋蹴か。た人翻、柄蹴て淋認灘蕊麟、‡㌶勤嚇㌶欝
ゾ’もの璽るがパ進鷲噸観ると離と楽しさ鷹　も勤型・は岡時で僻・剛臓働醐1虹てい願瞬

は指導され感謝を捧げたのである。そして其の中には時の権

力者に忌避され処刑された者も少くないのである。こうした

ことは東西今を通じて同様であって，社会的に栄達した者の

多くはせいぜい二，三年先きを達眼で知り，社会貢献を目的

とするの℃なく自個の希望達成に努力したのである。それは

軍人であれ政治家であれ実業家であれ例外はないようである

　翻えって私個人の身辺について見ると，上田蚕糸専門学校

は繊維専門学校と変り，それが現在の信州大学繊ホ｛6学部と変

ったのである。そして農学的養蚕本位の学校が工学的学部と

なり，其の内容も物理的化学的に進展して，真に科学的に充

実した教育機関となったことは欣喜の至りであろう。

　学部担当の職員方が時勢の傾向を達見して之れに即応し各

自の社会的置位栄達を計画するは結構である。然し一面には

之れを超越し度外視して，自然界の妙に対し科学的に探究す

る面があってもらいたいと思うのである。

　ここに其の妙の一例を挙げれば絹ぶるい（飾）の工作であ

為替のご用は

　　　はやくて　たしかな

　　　　　富士をご利用下さい

千曲会へのご送金は，当店宛の振替貯金

ロ座長野3523が一番ご便利です

　　　　　　上田市原町

皆様の㊧駈銀行上暇店
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退　　任　　の　　挨　　拶
荻　　　原　　　清　　　治

　師走の声を聞いて寒さが加わつてきたこの頃，会員始め教　　嬉しい思いでであり，初めて東洋で開かれたオリンピックも

職員の皆様には益々お達者でご活躍のこととお喜び中上げま　　在任1・bのでき事として永く思い出にのこることでしょう。

す。私こと今回理事長の職な退くことになりました。｛去る昭　　千曲会是の中心はどこまでも会貝ならびに賛助会員の1呂1の親

和36年11月の総会において皆様のこ推i娩をうけて職について　　睦であります。この親睦の実をあげることこそは母校の発展

以来，二期4ケ年の間無事大過なく任務を果すことができま　　につながると信じます。母校は今，益々発展の途上にあります

したことは全く皆様のご愛顧によるものと，ここに紙ヒを借　　がう㌧らにくまいろいろと困難な問題な内1｝茂しています。千曲会

り厚く御礼を申上げます。4年の間をふりかえつてみて金く　　は母校当局に協力して益々明朗な1口校をきついていつていた

無為にすごしてきたことに自分の力の足らなかつたことを猫　　だきたいと思います。各位には益々御順愛の上日撫を固くし

感しています。今思い浮ぶことは慈父のように敬愛していた　　　て，会の発展のため新理事長の方針にご協力下さいますよう

i井上先生，林先生の言ト，ll］本館の火災などは心痛むできごとで　　お願いします。ここに在臼…巾の各位のご協力に対し，心から

あります。また新しい時代の要求に添うて学部長始め教職n　　御；ILを中上げると共にいよいよご健康で御活躍されますよう

の皆様のご努力により次々と立派に変つていく母校の容姿は　　お祈りし退任の挨拶とします。

ことであつて，特に若い層がそうした気　させた。出席者は寄せ書のとおりであつ

持になつたことは甚だ嬉しいことといえ　たが，出席者の中には近畿支会より湯沢

よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　重敬（糸9），若林新一郎（糸10），若

　も一つの点は，宴がますます盛会を極　い会員では幡州竜野より馳せ参じた清水

め9時になうても，ほとんど呑み合つて　卓雄（学紡10）諸氏がありこの会を盛会

いて，帰えろうとしなかつた点である。　にしてくださつた。校歌合唱があり皆々

今までだと8時｝こは大半が引き上げてい　上気嫌の内に学部の発展と兵庫支会の万

たものが，みんなで歌つたり呑んだりで　歳を大塚重蔵氏の音頭で声高らかに唱和
或は三々五々集つて語り合い，時の経つ　　して散会した。最後に毎年のことながら

を忘れていたのである。　　　　　　　　支会の連絡に梨の礫の人がなんと多いこ

　この情景は，悲感的な見方をする今日　とか，若い会員の出席が少なく年々淋し

の同窓愛とか人間愛の不足を，強く否定　　くなるようでたまらない。どこの支会で

したものであつて，言わず語らず心と心’も実情は同じと思うが会員各位の自覚の

が交流を深めてくれたものといえよう。　程をお願い致したい。　　　（石井記）

　　　支会だより　　て2㌻㌫‡㌫蒜ぎ欝緊、；；　。古谷．先生の消息．

　　　　別れ制同願　後解散品　　（斎藤言己）講｝麟耀罐『欝辮
　　　　　一束京支会総会一　　　　　　　　　　兵　　庫　　支　　会　　　　　なり療養馴・1です。現在奥様が付きそつて

マ・ニエの熱ちて砿の秋を姫、。　菊椥川6酬・戸港を見おろす騨おられます・しかし体力ζご不舳にもか
肌に冷難覚泌朋16腋，代々木の園において兵轍会総会がll目かれた・廿かわらずしごく師己気で過しておら斑
堤林省宿舎において，東京支会の総会が　部より竹田寛批ヒがお忙しい中を御来駕　す。

開麟魎先一搬空・参・講㌶鍵篇㌶㌶会費通嬬㌶㌶鋤除

竺羅鵜雛1墾＝欝欝當欝li羅嶽！li

　　　編集部からお願い

　会社，研究機関等における卒業生の

活動状態訪問欄を新設することについ

て

　新年度より本会報に会社，官庁，研

究機閤等｝こおける卒業生の活躍状況等

を興味深く掲載することを企画いたし

ました。つきましては会報係より表記

のことについて訪問を御依頼申し上げ

たときには，よろしくご協力の程をお

願い致します。

　11月23日の総会で会報部員も新年号

から新らしい有力メンバーで編集され

ることとなった。ご期待下さい。

　多事多端の1964年も残り少くなった
1年を振りかえって，新しい心構えで’

会員皆さん多幸躍進の1965年を迎えよ
う。

　編集委員　小林尚一，香山清和，

　大屋正尚，古平禰紀，滝沢達夫，

　窪田衛二，小山定，小林勝，白井要範
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　　　　　　　　　　　　　　会　　　員　　　動　　　静

新名簿頁　　会員名　浮：科名　支会名　　　勤　　務　　先，　　　　住　　．19「

　54　田近肇蚕22安筑三E滝村繍獺会　　　　長酬ii轍　郷三［IB鮒
　67　　　　西川　正徳　　蚕　30　　香　川　　牟礼中学校
　100　　　小林幸雄　　学胞0　東元（　東京都杉並区下高井戸4の993束棉寮
　102　　　村上和夫　　学胞1　東京　　東京都三｝《奪市下辿雀113高田方
　127　　　前田　益蔵　　糸　10　山陰　　、1る取県岩美郡園府∬lr麻生95

　138　　井上正夫　糸18　近畿　　　　　　　　　吹田市古江台1の22の5
162 @繊堤綱2東京鱗慈爾編4綴灘1）78518轡il犠蜘1∫523

　162　　　岡野　琢也　　糸　32　東　京　　東京樹脂KK　　　　　　　　　　東芳測1世田ケ谷懲二上1馴lrlの593

167 @柵翻糸35鯛パ1嶽識編辮欝151、）
192　　　今吉　築朗　　紡　5　　北九州　　大分県中津市1：1コ殿1町3丁目

193　　　市原　安臣　　紡　7　岐　阜　　岐」IL県茨濃∫ll蕨生713

…　尾羽1博行紡16静岡儲曽繋翻繍高塚1．，88）5《松市東伊場岬72
210　　　内t［1光章　紡24　静岡　富士紡績1丈K　　　　　　　　　静岡県浜名那湖Illi町ワシ刈592
233　　　西村正孝　　学紡6　愛知　］；∫士紡猟KK　　　　　　　　愛知↓ll（小坂井町大字Wト奈富d、：清恥lli’

239　　　小泉幸適　　学翻O　l⊥1陽　　　　　　　　　　　　　　　IZご島県三三原市｝li？人筆影寮
・・5 @綱久学枷・近畿ニチ・ミ弗綿工酬幽課　雑1麟郡剛蜘Ulト牢ピ
25° @耕魍化2東京離欝蹴麟働嬬鵠
256 @細糠化5垣ζ］酬灘馨穀灘，卵、ω
256　　　溺沢　　裕　　化　5　北奥　　本荘教会牧師　　　　　　　　　秋田｝lll本荘市東町56
261 @醐慎化7富ILr認蒜詰晋誉｝掴二場　馴Wカll∫lf‖1劇1：蹴1燗2

特許・実用新案・富：匠・膏百標

　　出願・訴訟・鑑定

浜　特許事務所
東京都芝新橋1の20
堤第一ピル四階
東3荻（591）0764●0765

弁理士　浜　　　香　　三
弁護士　申　　猪　之　助

千曲会員福島鋼治郎

露轟齢
　　　　竃灘｝慰

長野県小県郡塩田町

オルガン針株式会社
　　　　　　TEL塩田650
　　　社　長　増　島　芳　美

海外に飛躍す1る

北野建設株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

繍継北野次登口
　　　長野市県町524　　　｛
　　　東京都中央区銀座1の5北野ビル　　　　　［

　　　大阪市北区堂島浜通り1の25新大阪ピル

　　　松本・高田・ジヤカルタ

　一｝一…｝｝｝｝　｝一＾…→……｝｛ぺ一一コ等一」＾　一一一’市…「…｝一……｝＾『 P

皆様の百覚店

…中央


